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大

丸 く基 研)

彦 (東 大 教 養)

局 (東 大 教 養)

弘 (九 大 理)

五 (東 大 理)

堆 く東 大 理)

宿 (物 性 研 )

彦 (早 大 理 工)

≡ (阪 大 露)

将

富 ,田 和 久 (京 大 理)

永 宮 睦 夫 (阪 大 基 工)

中 嶋 貞 雄 (物＼性 研)

中 山 正 敏 (東 大 教 奉)

広 板 徳太郎 (東北大金研)

枚 ､原 武 生 (京 大 理)

放 平 升 (東 大教 導)

宮 原 将 平 (北 大 理)

三 宅 暫 く東 大 理)

山 下 次 郎 (物 ､.性 研)

芳 田 杢 (物 性' 研)

三 宅 静 雄 (物 性 研)

百 人 委 員 氏 名

平 札幌市北八条西五丁目

北海道大学理学部物性理学教室

淳 ⊥ 同 上

〝

3 三 井 利 夫

4 宮 台 朝｡直

〝

〝

〝

〟
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5 引 地 邦 夫

6 秀 島 光 ■夫

7 槍 原 患 幹

革
8′ 大 阪 之 雄

9 鈴 木 孝

10 上 関 正 康

I-1 平 原 栄 治

12 森 田 ･ 章

13 広 駁 徳太郎.

14 渡 辺 港

15 神 田 英 蔵

16 椅 谷 忠 雄

17 好 村 政 浮

18 三 宅 暫

19 植 村 泰 忠

札幌市北八条西五丁目

北海道大学珪学部高分子学教室

札幌市北 12条西 8丁 目

北海道大学工学部応用物理

仙台市片平丁

東北大学理学部物理学教室■

仙大市南六軒丁

東北大学電気通信研究所舜内研

仙台市片平丁

東北大学理学部物理学教室

仙台市片平丁

東北大学理学部物理学教室

〝

〝

〝

I:/

仙台市片平丁

東北大学金属材料研究所

〝

〝

〝

〟

仙台市片平丁 75･

東北大学理学部物理学教室

茨城県郡河郡東海村

日本原子力研究所

目黒区大岡山

東京工業大学物理学教室

文京区本郷七丁目

東京大学理学部物理学教室
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20 高 橋 秀 俊

21 田 崎 明

22 川 村 清

23 槌 田 敦

24 久 保 亮 五

25 飯 田 修 一

26 小 野 周

27 大 磯 義 彦

28 中 山 正 敏

29 佐々木 泰

30 中 嶋 貴 雄

31 田 中 実

32 山 下 次 郎

33 阿 部 鴇 蔵

34 白 鳥 紀 -

文京区本郷七丁 冒

東京大学理学部物理学教室

大阪府豊中市北刀観山字北谷

大阪大学基礎工学部

港区麻布新帝土町 10

東京大学物性研究所中嶋研

文京区本務七丁 目

東京大学理学甑物理学教室

〝

〝

〝

〟

目黒区駒場町 865

東京大学数拳学部物理学教室

文京区本郷七丁目

東京大学工学部応用物理学教室

目黒区駒場町 865

東京大学教着学部物理学教室

〝

〟

港区麻布新罵土町 10

東京大学物性研究所

港区麻布新竃土町 10

東京大学物性研究所

〝

〝

〝

〝

〝

〟
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35 芳 田 杢

36 近 角 聴 信

37 豊 沢 豊

●
38 石 川 義 和

39 守 谷 享

40 渡 部 三 雄

4王 三 輪 潜

42 三 宅 静 雄

43 対 島 立 郎

44 纏 平 健一郎

45 新 案 和 夫

46 東 庄 五 郎

47 沢 田 正

48 市 村 浩

49 村 田 港

港区麻布新領土町 王0

帝京大学物性研究所

〝

〝

〝

〝

〝

〝

′′

〝

〝

〟

大阪府豊中市北刀板山字北谷

大阪大学理学部物理学教室

港区麻布市新羅土町 10

東京大学物性研究所

北多摩郡田無町上向台

電気試験所甲褒分室

目黒区大岡山一

東京工業大学物理学教室

〝

〟

目黒区大岡山 1

東京工業大学物理学教室

〝

〝

〝

〝

〝

〟
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50 岡 田 利 弘

51 戸 田 盛 和

52 山 本 三三三

53 岡 小 天

54 斎 藤 信 彦

55 尾 一時･ 肇

56 市 ノ川 竹 男

57 上 田 隆

58 木名瀬

59 瀬 川

60 佐々木

壬

痩

良

61 沖 田 勇 二雄

62 能 勢

63 中 田

64 甜 田

宏

修

甫

目黒区大岡山2-12-1

東京工業大学理学 部応用物理

文京区大塚窪町 24

東京教育大学理学部物理学教室

世田谷区深沢町 1-950

東京都立大学理学部物理学教室

〝

〟

新宿区戸塚町 1

早稗田大学理工学 部応用物理学教室

〟

〝 電気工学科

〟

〝 応周物理学教室

〝

〝

〟

〝 物理学科

牡田谷区上北沢∵丁 目

日本大学文理学部

北多摩郡田無町上向台

電気試験所田無分室

千代田区紅尾井町 7

上智大学理工学部物埋草教室

目黒区上 目黒 2-300

科学技術庁金属材料技術研究所

ゴヒ多摩郡国分寺恋ケ窪280

日立製作所中央研究所

川崎市小向東芝町 1

東京草浦電気株式会社中央研究所
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65 三本 木 孝

66 有 山 兼 孝

67 服 部 真 澄

穆 68 上 田 良

69 大 沢 文 夫

70 青 森 昭 夫

71 志 水 正 男

72 富 田 和 久

73 寺 本 英

74 松 原 武 生

75 万 改 通 を

76 平 井 章

77 加 藤 利 造

78 山 本 常 信

79 碓 井 恒 丸

川 崎 市生 閏字 大 谷 4 8 96

松下 電 器東 京 研 究所基 礎 第 3研 究室

名古 屋 市千 種区不老 町

･名古 屋 大 学 理学 部物 理 学教 室

〟

工 学 部

〟

理 学 部物 理学 教 室

〝

〝

〝

〝

〟

工 学 鮎 応 用物 理学 教 室

京都 市 左京 区北 白川追 分 町

京 都 大 学 理 学 部物 理学 教 室

〝

〝

〝

〝

〝

〟

京都 市 左 京区 北 白川 追 分 町

京 都大 学理学 部物理 学教 】室

〝

〟

京野 市左 京区 吉 田

京 都 大 学 理学 部化 学 教 室

京都 市左 京 区北 白川追 分晦

京都大 学基礎 物理 学研 究所
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80 長 岡 洋 介

81 長谷 田 泰一郎

82 長浮川 洋

83 伊 藤 贋 膏

84 金 森 塀次郎

85 立 木 昌

86 伊 達 宗 行

87 中 村 伝

88 永 官 僚 夫

89 小 谷 正 雄

90' 川 村 肇

91 河 盛 阿佐子

92 桐 谷 道 雄

93 書 田 鶴

94 辰 本 英

京都市左京区北白川追分町

京都大学基礎物理学研究所

京都市左京区北白川追分町

京都大学理学 部物理学教室

〝

〟

豊中市北刀根山字北谷

大阪大学基礎工学部物理学教室

豊中市北刀梶山字北谷

大阪大学理学部物理学教室

〝

〝

ノ′

〟

豊中市北刀梶山字北谷

大阪大学基礎工学部

〝

EJl

〝

〟

豊中市北刀梶山字北谷

大阪大学理学部物理学教室

京都市上ケ原

関西学院大学理学部

広島市東千田町

広島大学徴晶研

hr

〟

広島市東千田町

広島大学理学部物理学教室
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95 岡 本 智 彦

96 後 藤 道 太

97 藤 原 潜

98 上垣内 幕 彦

99･丹 下 ･初 兵

100 永野 善右南門

101 岡 崎 薦

102 平 川 一 葉

103 間 瀬 正 一

104 渋 谷 喜 夫

105 松 村 温

106 辻 幹 男

107 山 蕗 響

108 平 川 金四郎

I

広島吊束干田町

広島大学教養学部物理学教室

〟

理学部物理学教室

〝

〝

〟

教養学部物理学教室

愛媛県後山市文京町 3

愛媛大学文理学部物理学教室

福岡市常時町

九斗大学理学妬物理学教室

〝

〝

〟

工学部電子

〟

理学部物理学教室

〝

〝

〝

〟

福岡町簿噂町

九州大学工学部応用物理学教室

〟

電子工学教室

′′

〝
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109 藤 永 茂 福岡市大坪町 1

九州大学教養学部物理学教室

110 爪 生 典 清 ､福岡市箱崎町

九州大学工学部応用物理学教室

ニ ユ - ス

近 藤 淳 (電試田無) 4月より-ヶ年の予定でBellTelq.pho-

neLaboratories(U.S.A.)へゆかれ る

プレプ リン ト案内

〔東大久保研 〕

oぬ gneもicOrderinginVF2tJ.W.Stout andW.0.Boo)

0ZeemanSplittingofNarrowLinesinCrystalling-1も血lF2)

FeF2,andCoF2.EvidenceforSpin⊥ⅦaveExcitions任もilip

G.Russell,DonaldS.McClure,andJ.W,Stout:)

oElectricalResistanceDueもoNo皿agneticLocaliZ;edState

inOilu七eAlloysのukJ oo Kin:)

oFerronagnetism inaNarrcw Almostflalf一FilledsBand.

(Y･Nagaoka'･)

oFar 工nfraredAbsorption by もwo一晩 gnon‡奴ciもationsin

AnもiferromagneもSだ1.Morユy卑:)

o CoriTつeC.tedDiagram宜Ⅹpansion ofTransport Coefficients

I･苫1ectron-I皿PuriもySysもen (ShigejiFu3'iもa･'

oCoT7-neCもed工)iagramExpansion ofTransporもCoefficienもs

II.Quantum C払占obeyingmassicalStat,isもics6higeji

LFujiba:)
一一一80-
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戦

プレプリント案 内

oCoarse-GrainedQua‡コもitesinAperiodicSystems(H.Matsuda)

oHar皿Oriics inVelocity-Moduユa耳edCylindri.GalElectronBeams

(B.B.vanIp占Ten a.ndH.J.C.A.Nulユnink)

oSlowNeutronSca七もeringbyLiquidS:AHindered-Translator

Model(Ⅴ.Ardente,E3.F.NardeユIi,andL･fqeatto)

OHighFieldDestructionofもheNo皿agneticGroundinTrdN

(B.A.Cooper,LS.Jacobs,flo.Fender,J.白.Kouveユ,and

D.P.Scht皿acher)

O､ユ声ingModel罰eformulationIⅡ. QuadrupletSpinAverageL:q
(FTankff･Sもiliinger,JT.)

cJOnもheAttenuationofSoundinLiq,ujrd員elium(C.J.Pe抽ick

andD.tortlaar〕

oOnもhePairHamil;ち,qnianforanImperfectBosomOas(C.J.

PeもhicikandD.もer-Haar) ′

oTIard-SphereLair,屯iceGases･ I.Plane-SquareLattice(David

S.GauntandMichaelE.Fisher)

o櫨gneticPropertiesof召are亘;arもhInもermetaユiicCompoundlq

inCid(Ag,Cd,I:.工n)andGd(Ou,Ag,Au)Systems(Ea･zukoSeki-
ヽ

2;aWaaridKoYasukochi)

oMa即,neもoacdusもicA+utemuaもioninBisz31uthI(Shoicb 胞se,

YasunobuFujimori-andfiirc;shiMori)

oBllectronTranspoTも inAmorphousMaもeriais(Bernard-Springer)

〔物性研〕

(芳田研〕
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ブ レブ 7)ン ト案内 千

0PairinginSuperoonducting･(C.G･SbullandF･A･Wed甲 00d)

oFerro皿agneもiSPinaNaTrOWAlmosもfialf-FilledaBana一

(YoBukeNagaoka)

(阿部研)

oConnectedDiagTam亘反pansionofTransportCoefficients.

I.Electron-ImpuritySystem.(ShigejiFujita)

掲 示 夜

｢5-d一交換相互作用｣研究会について

｢8-d交換相互作用｣をテーマとした短期研究会を､ 基所の本年度後期研究

計画 (5月 20日〆切､6月の研究部具合で審議)に申し込 もうと考えておb

ます ｡

Resistanceminimu皿 に関する近藤理論が出てか ら二年になbますが､

近藤理論の投 じた波紋はまだ静まっておbません｡そのことは､最近の物性研

究の目次を見るだけでもわかbますし､国外でも､Abrikosov,Suhl,

schrieffer といった理論家たちがこ の間薩に首 を (あるいは全身を)つつ

こんでいます O 今のところ議論百出､との問題 をやっている理論家の数だけの

｢理論｣があるとtJlつた有様です｡

近藤理論では､伝導電子のlifetimeの逆数に摂動の三次で1ogariもbmic

singularityが出ることが示されたわけですが､この摂動計算を高次までつ

づけると､ つ ぎつぎに よお強い発散があらわれ､このBeriesは低温で発散 し

て しまいます｡このことは一体何を意味するのか､低温では何が起るのか､と

い う所で意見がわかれるわけです . わかれる意見を私な旦=こ分類 してみますと:

(1)蹟動 seriesの足 の合せ方をうま くやれば救える｡ (水野 ･右)th

Abrikosov, Doniach)
-82-
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Resistanceminimu皿 に関する近藤理論が出てか ら二年になbますが､

近藤理論の投 じた波紋はまだ静まっておbません｡そのことは､最近の物性研

究の目次を見るだけでもわかbますし､国外でも､Abrikosov,Suhl,

schrieffer といった理論家たちがこ の間薩に首 を (あるいは全身を)つつ

こんでいます O 今のところ議論百出､との問題 をやっている理論家の数だけの

｢理論｣があるとtJlつた有様です｡

近藤理論では､伝導電子のlifetimeの逆数に摂動の三次で1ogariもbmic

singularityが出ることが示されたわけですが､この摂動計算を高次までつ

づけると､ つ ぎつぎに よお強い発散があらわれ､このBeriesは低温で発散 し

て しまいます｡このことは一体何を意味するのか､低温では何が起るのか､と

い う所で意見がわかれるわけです . わかれる意見を私な旦=こ分類 してみますと:

(1)蹟動 seriesの足 の合せ方をうま くやれば救える｡ (水野 ･右)th

Abrikosov, Doniach)
-82-

I
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掲示板

(2) locaユizedSpi三1と伝導電子の間に､Cooperpairのようなbound

Btateができる｡ qlocai F phasetransition?(芳田 ･興地 ,近藤 ,

Sくつbrieffe三･)

(33 摂動はだめになるが､できるのは re云onancescan･eringで boulnd

Bもateではなho (Suhl,長岡)

といった所でしょうか ? これに加えてAndersonの ｢T-Oで SySte皿は

singuletとなる｣ とい うconjecもureがあbます｡ a-amOdelの基礎と

い うことも当然問題 となJhましようO

各人てんでば らば らなことを言っているようで もあ.りますが､それぞれの研

究が進むにつれて､議論はだんだん煮つまって来ているようでもあbます｡も

う三､四ケ月もすれば､それぞれの立場か ら相当の成果が出ることも予想され

ます ｡ そ うした所で､この間題に全身ひたった人か ら､高い所からながめてい

る人まで集っていただいて, じつ (bそれ らの成果を検討 しあうことができれ

ます｡

これまでの研究会に比べると､相当 しぼ られたテーマですので､つつ こんだ

こまかい議論されることが予想されま1.開催の時期は研究の進み具合とにらみ合

せて決めなければなbませんが､夏の終Bか ら年末までの間のいつか､場所は

京都とな bましよう｡

物性研究その他の場所で発言された方については､誰がどこで何を考えてい

るか､私にも大体わかbますo Lか し,ほかにも ｢か くれた研究家｣がおられ'

るかも知れません し､また ｢専門家 ｣のほかに ｢素人｣にも出ていただいて新

鮮な 目で問題を見なお していただ (必要 もあると思います｡この問題に興味を

もたれ､ 研究会があるときには出てやって もhhと思われる方は､是非私まで

お手薪を下さい.-研究会についてのいろいろな注文 もおきかせ下さい｡研究会

が開かれる時には､あらためて参加者の公募はhたしません｡ 私に知 b得た範

緒か ら出席 していただ く方を依頼いたしたいと考えてお bます.よろし(お願

いいた しますO

長 岡 洋 介

名 大 理 ｡ 物 .理

名古朝 子種区不軍町
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研究会報告 はなるべ く詳細に行ってもらう よう主催者 に常 々お願いしており

ますが一体 これが どの程度皆様の聞役に立ってい るのか皆 目けんとうもつき ま

せんO もし利用価置があるものな●らばどうい う風に改善すればより好 ましいも

のにな るかとい う点についてお知恵 をお貸 し下 されば辛 ですO研究会にはいろ

いろな事 状か ら必ず しも希垂者全員が出陳出来 るものではあ りませんので報告

する事 自体は出際者､主催者の義務 だとは思いますが､いかがで しょうか｡
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基 研 研 究 会 報 普

●
第 5回 ｢凝動子系の力学過程と統計｣
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